
（別紙３）

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） 20人 （回答者数）
16

～ 令和７年　１月　３１日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員毎にルールを把握しているボードゲームが異なっている

為、各々が月のおすすめを決めて担当できるボードゲームの

種類を増やす

2 児童一人一人の反応を確りと受け止め日々改善していく

3
異年齢間でもできる共通の遊びや療育などにより、児童間で

の結びつきが図れる手段を増やしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域主催のイベントや他機関によるイベントに積極的に参加

していきたいと思う

2

3

地域への開かれた活動や保育園・認定こども園との交流などは

行われていない

職員数や事業所の規模などからも主催によるイベントは難しい

満足度 職員も児童も楽しくを目標に関わっている

児童発達支援利用の児童との異年齢での関わり 職員が間に入る事でスムーズなコミュニケーションを図る

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月　３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ボードゲームを取り入れた療育や余暇時間での関わり 児童の年齢や障害程度に合わせたボードゲームやルールの変更

○事業所名 とるべ福住

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　２０日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和７年　１月　２０日

事業所における自己評価総括表公表


